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 第４０２号 令和３年８月１日 光明第三保育園 

 

ほ け ん だ よ り 

 

 

気をつけよう！ 

夏にはやる病気 
 

 

 夏に気をつけたい感染症。代表的な
３つについて、主な症状を挙げてみ
ました。気になる症状が見られたら、
すぐに病院へ！ 

 
ヘルパンギーナ 

高熱とのどの痛み。特

にのどは、水泡や潰瘍

ができるため、かなり

痛がります。（乳児はミ

ルクが飲めない程） 

 

 

プール熱 
（咽頭結膜熱） 

高熱とのどの痛みの

ほか、目の痛み・かゆ

み・充血など、結膜炎

のような症状があり

ます。 

手足口病 
手のひらや足の裏、

口の中に小さな発疹

や水泡ができ、熱が

でることもありま

す。  

 

 

熱中症は、日射病、熱射病などの総称です。日射病は、

戸外で強い直射日光にさらされることが原因で、熱射

病は室内でも気温の高い場所に長時間いたために起こ

ることが原因です。 

日射病…顔は赤く、呼吸が荒くなります。皮膚感覚は熱く、

体温が上がっても汗が出ず、めまい・頭痛・吐き気

などを伴います。 

熱射病…顔は青白く、大量の汗をかきます。皮膚感覚は冷

たく、めまい・吐き気を伴います。 

熱中症の症状 

熱中症 

なぜ子どもは熱中症になりやすい？ 

子どもは体温調節がうまくできず、温度変化の影響を受け
やすい、また衣服の着脱も水分補給も一人で行うのが難し
いため、容易にかかりやすいのです。 

   予防のポイント 
●日中は帽子をかぶって外出をしましょう。日除けのあるベビーカーも照り返し

で暑くなるので、散歩はできるだけ短時間で切り上げましょう。 

●炎天下での遊びは、長時間に及ばないよう注意しましょう。海や屋外プールなど

の水辺でも、30 分毎に日陰で休息をとるようにしましょう。 

●肩まで隠れる、吸湿性、吸水性に優れた衣服を選びましょう。 

●水分補給は、電解質の入っている経口補水液などの飲み物を与えましょう。 

車や家の中でも熱中症になります 
特に車中では、気温が高くなくても高温になるので、子ど
もを一人にするのは絶対に避けましょう。 

 

 

鼻は呼吸の出入り口であり、ウイルスや細菌が体に入るのを食い止める役割を果たし

ています。また、耳やのどにつながっているため、鼻水や鼻詰まりを放置すると中耳炎や

のどの炎症などを起こしてしまいますので、症状が長引くような時は受診しましょう。 

 十分な休息と水分補給をしながら

元気にすごしましょう 

 

予防のポイント 

●外出時は帽子をかぶりましょう。ベビーカーも照り返

しの暑さがあるので、短時間で切り上げましょう。 

●海や屋外プールでは、３０分ごとに日陰で休息をとり

ましょう。 

●衣服は、吸湿性・吸水性に優れたものを選びましょう。 

●こまめに水分補給をしましょう。 

  

 

本格的な夏を迎え、毎日暑い日が続いていますね。小さい子どもたちは、汗をかく

だけでも体力が消耗します。暑さで食欲がおちたり睡眠不足などになりがちで体調を

崩しやすくなります。遊びと休息のバランスをとり、いつも通りの生活リズムを保つ

ように心がけましょう。 

熱中症の症状 

 

なぜ子どもは熱中症になりやすい？ 

・日射病…顔が赤く、呼吸が荒くなる、皮

膚が熱く、体温が上がっても汗が出ない、

めまい・頭痛・吐き気などがあります。 

・熱射病…顔が青白く、大量の汗をかく、

皮膚は冷たく、めまい・吐き気があります。 

体温調節がうまくできない、温度変化に影響を

受けやすい、衣服の調整や水分補給がひとりでで

きない等で容易になりやすいと言われています。 

車や家の中でも熱中症になり、特に車中は高温に

なるので絶対一人にしないようにしましょう。 

 

 

熱中症は、日射病・熱射病の総称です。日射病

は、外で直射日光に当たるのが原因で、熱射病

は、気温の高い室内に長時間居ることが原因で

起こります。 

 

今月の保健目標 

 

８月７日は鼻の日 

 

夏に気をつけたい感染症です。代表的

な３つについて、主な症状を挙げてみま

した。気になる症状が見られたら、登園前

に受診しましょう。 

 

 

虫刺されや湿疹などで傷ついた肌を

汚れた爪でひっかくと、傷口に細菌が感

染し「とびひ（伝染性膿痂疹）」になりま

す。うみをもった水泡ができ、強いかゆ

みがでます。かき壊して、水泡が破れて

体液が付くとどんどん広がってしまい

ます。水泡ができたら、ガーゼで覆い受

診しましょう 

 

 

 

人間の体は急激な温度変化が苦手です。外

は猛烈な暑さで、室内は冷え冷え…。そんな

環境を行き来していると、体温調節がうまく

できなくなり、体がだるくなります。 


